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東松島市キャラクター イート＆イ～ナ
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子どもたちの健
すこ

やかな
成長を願って
東松島市の学校教育における様々な取組み
　次代の担い手となる東松島の子どもたちが心身ともに健

すこ
やかに成長し、意欲をもっ

て学べる環境を築いていくことは、市の復興計画の中でも重要課題です。市では、「東
松島で子どもに教育を受けさせたい」という子育て世代などの切実な願いに応えよう
と、家庭と学校、地域が連携を深めて子どもを育むまちづくりに向けた施策を進めて
います。今号の特集では、学力向上に向けた取り組みや地域に根差した活動など各種
事業について特集します。

　

矢
本
西
小
学
校
の「
田
ん

ぼ
の
楽が
っ
こ
う校
」で
は
、5
年
生
が

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
手

作
業
で
田
植
え
を
行
い
ま
し

た（
5
月
20
日
、小
松
字
上
浮

足
地
内
の
水
田
）

　矢本第二中学校学区では、毎月2のつく日に中学生と
小学生が合同で朝のあいさつ運動を行っています。
赤井小学校では、県道に面した歩道に児童と生徒が
立ち、登校する児童や地域の人たちに向かって元気に
声がけをしました（9月12日、赤井小学校校門）

　
矢
本
第
一
中
学
校
で
月
２
回
実
施
し
て
い
る「
心
の
朝あ
さ
れ
ん錬

」

は
、全
校
を
挙
げ
た
美
化
活
動
で
す
。校
内
ば
か
り
で
な
く
、隣

接
す
る
市
民
体
育
館
周
辺
な
ど
地
域
の
清
掃
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た（
９
月
１６
日
、矢
本
第
一
中
学
校
）

　大曲小学校のあいさつ運動では、子どもたちが手製のボードをかざしながら
大きな声で「おはようございます」と呼びかけました（9月12日、大曲小学校校門）

　平成28年度に統合する予定の野蒜
小学校と宮戸小学校の5・6年生が、心
あったかイートころ運動の一環とし
て協力して砂浜の清掃活動を行いま
した（9月9日、宮戸・月浜海岸）

心
あ
っ
た
か
イ
ー
ト
こ
ろ
運
動

協働教育
　プラットフォーム事業
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良
い
人
間
関
係
を
築
く
方
策
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
④
塾
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
り
、教
師
と
し
て
の
生
き
方
が
深

ま
る
―
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
学
校
の
垣
根
を
越
え
た
事
業
の
た
め
、

各
自
が
抱
え
る
課
題
や
悩
み
な
ど
を
共
有

す
る
場
と
し
て
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■「
教
師
塾
」に
関
す
る
問

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
班　

　
☎
内
線
１
２
５
１

　
市
教
育
委
員
会
は
、子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
も
っ

て
学
習
に
取
り
組
む
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、指

導
に
あ
た
る
教
員
自
身
の
授
業
実
践
力
向
上
と
と
も

に
人
間
性
を
磨
く
こ
と
が
重
要
と
と
ら
え
、市
内
の

希
望
教
員
を
対
象
に「
教き

ょ
う
し
じ
ゅ
く

師
塾
」を
開
い
て
い
ま
す
。

づ
く
り
」の
ほ
か「
教
師
論
」「
国
際
理
解
」

な
ど
幅
広
く
、講
演
の
後
は
実
技
や
グ

ル
ー
プ
討
論
な
ど
を
行
う
の
が
主
な
流
れ

で
す
。受
講
者
は
、学
校
以
外
の
社
会
や
多

様
な
価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
自
己
研
さ
ん

に
励は

げ
み
ま
す
。

　
教
師
塾
の
効
果
と
し
て
①
児
童
生
徒
の

興
味
、関
心
を
高
め
る
指
導
方
法
や
指
導

技
術
を
改
め
て
研
修
で
き
る
②
生
徒
指
導

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
解
決
手
法
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
③
学
級
に
お
け
る
、よ
り

　
「
教
師
塾
」は
、25
年
度
に
試
行
的
に
ス

タ
ー
ト
し
、26
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。教
職
経
験
年
数
は
問
わ
ず
、

研
修
意
欲
が
あ
る
市
内
の
小･

中
学
校
教

員
を
対
象
と
し
て
お
り
、新
卒
か
ら
中
堅

教
員
ま
で
24
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
は
月
に
１
回
、授
業
終
了
後
の
午

後
３
～
４
時
30
分
に
行
わ
れ
て
お
り
、年

度
内
で
計
10
回
開
か
れ
ま
す
。毎
回
、大
学

や
民
間
企
業
、地
域
な
ど
、主
に
外
部
か
ら

招
い
た
有
識
者
が
講
師
と
な
り
基
調
講
演

を
行
い
ま
す
。

　
研
修
テ
ー
マ
は「
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲

を
引
き
出
す
授
業
」や「
魅
力
あ
る
授
業

◦
意
欲
引
き
出
す
「
教

き
ょ
う
し
じ
ゅ
く

師
塾
」

▲学ぶ意欲を引き出す授業のあり方を講演する田中秀典氏
　（9月10日、市コミュニティセンター）

学
校
防
災
手
帳
　

「
命
の
手
帳
」

　
市
教
育
委
員
会
は
、東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
、自
然
災

害
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の

危
機
意
識
を
高
め
、さ
ら
な
る

防
災
教
育
推
進
に
向
け
た
態

勢
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、昨
年

度
新
し
く
作
成
し
た
の
が
、

学
校
防
災
手
帳「
命
の
手

帳
」（
左
の
写
真
）で
す
。震
災

な
ど
有
事
の
際
、子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ

う
に
取
る
べ
き
行
動
を
簡
潔

に
ま
と
め
、今
年
３
月
11
日

の「
み
や
ぎ
鎮ち

ん
こ
ん魂

の
日
」に

市
内
の
す
べ
て
の
小･

中
学

生
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
手
帳
は
12
㌻
で
コ
ン
パ
ク

ト
に
折
り
た
た
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。横
約
７・
５
㌢
、縦

約
10
・
５
㌢
で
水
や
汚
れ
に

強
い
耐
水
紙
を
使
用
し
て

い
ま
す
。ソ
フ
ト
ケ
ー
ス
に

入
っ
て
い
る
の
で
、子
ど
も

た
ち
は
常
時
携
行
し
て
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
取
り
出
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
帳
に
は
自
然
災
害
の
種

類
別
に
３
つ
の
対
処
法
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

①「
地
震
か
ら
身
を
守
ろ
う
」

②「
地
震
の
後
に
は
、津
波
が

　

来
る
こ
と
を
予
想
し
よ
う
」

③「
ほ
か
に
も
災
害
が
あ
り
ま

　
す
」

　
災
害
発
生
時
や
居い

あ合
わ
せ

た
場
所
に
応
じ
て
取
る
べ
き

行
動
の
具
体
例
が
東
松
島
市

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

イ
ー
ト
の

イ
ラ
ス
ト
付
き
で
分
か
り
や

す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
宅
に
い
る
と
き

や
登
下
校
中
を
想
定
し
た
避

難
場
所
や
家
族
の
連
絡
先
を

記
入
す
る
ペ
ー
ジ
も
設
け

た
ほ
か
、低
学
年
や
障
害
を

持
っ
た
児
童･

生
徒
が
災
害

時
に
身
近
な
人
に
支
援
を
求

め
る「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」も

記
載
し
ま
し
た
。

　
各
学
校
で
は
こ
の
手
帳
を

活
用
し
、防
災
教
育
や
実
際

の
授
業
な
ど
で
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

■「
命
の
手
帳
」に
関
す
る
問

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
班

　
☎
内
線
１
２
５
１

有
事
に
備
え
て

　26年度第4回教師塾が開催 ～内容をリポートします～

受講者
インタビュー

　各界で活躍されている方々の話を
聞くことができる機会とあり、自分の
成長にもつながっています。グループ
ワークで皆さんと話すことで新たな
気づきを得られる貴重な場と感じて
います。教員1年目の新人で、まだ至ら
ないところはありますが、子どもたち
のために日々精進していきたいです。

松
まつかわ

川 翔
しょう

さん （28）

野蒜小学校教諭

気づきを得られる
貴重な場

　9月10日（水）、第4回目の教師塾が市コミュニ
ティセンターで開かれました。石巻専修大学人間
学部人間教育学科特任教授の田

た な か
中秀

ひでのり
典氏が講師と

なり、「子どもの学ぶ意欲を引き出す授業」と題し
て講演が行われました。

　北海道札
さっぽろ

幌市で教師として長年活躍してきた田
中氏は、「教師がつまずかないように、間違えない
ようにと指導をすることは決して良い授業とは言
えず、それでは子どもたちの学ぶ意欲を引き出す
ことはできません。子どもたちのつまずきや分か
らなさを活かしながら、一緒に克服していけるよ
うな授業を構想することが重要です」と語り、子ど
もに寄り添い真

し ん し
摯に育てることの大切さを説きま

した。また算数の授業を例に、「誤答をした児童に
対し『君の答えは間違いだよ』とただ指摘するの
ではなく、どうしてその答えにたどり着いたのか、
理解をしてあげる努力を惜しまないでください」
と助言をしていました。塾生たちはメモを取りな
がら、真剣に講義に耳を傾けていました。

子どもを理解する努力惜しまず

魅力ある学校と授業を目指して

よりよい学び舎と学力向上への基盤づくり
まな や
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平成２８年４月開校
「宮戸小・野蒜小 統合校の名称」を募集します
　東松島市では、東日本大震災により甚大な被害を受けた鳴瀬地区小中学校の復
興を目指し、平成28年4月に開校する宮戸小・野蒜小統合校の名称を募集します。
　復興の活力となる新たな学校の名称を多くのご提案の中から決定するため、広
く市民皆さんから募集します。
■統合校の概要

■応募資格
　東松島市内に勤務・居住または以前(合併前を含む)居住されていた方
※児童・生徒も応募できます。
■応募の方法　応募用紙に必要事項を記入し、市役所（本庁舎2階教育委員会・鳴瀬総
　合支所）、または各市民センターに設置されている受付ボックスへ投函いただく
　か、必要事項を記入したハガキまたは封書、Eメールで応募ください。(鳴瀬地区
　小学校・中学校の児童・生徒・PTAの場合は学校への提出も可能です。)
　　応募用紙は、市役所（教育委員会・鳴瀬総合支所）、または各市民センターで配
　付しています。
■応募条件
　①地域住民に親しみやすい名称であること。
　②現在のそのままの名称および「第一」「第二」や「東」「西」など連続関連性のあ
　　る名称は選考外とします。
　③応募は1人につき2点までとします。
　④マスコット名が入った名称など、他者の著作権等に抵触するもので無いこと。
　　例：イート小学校　など
■記載必要事項
　①名称および名称の理由
　②応募者の住所、氏名、年齢、電話番号　※記載がない場合は応募を無効とします。
■募集期間　10月1日(水)～31日(金)　※郵送の場合は、締切日必着。なお、応募
　にかかる費用(ハガキ代など)は、応募者負担です。
■応募先
　①受付ボックス設置場所：市役所（本庁舎2階教育委員会・鳴瀬総合支所）・各市民センター
　②郵送の場合：東松島市教育委員会教育総務課
　　〒981-0503　東松島市矢本字上河戸36-1
　③Eメール：kyoikufukko @ city.higashimatsushima.miyagi.jp
■決定方法　統合準備委員会での選考および宮戸・野蒜地区住民などによる住民
　投票の後、市および市教育委員会が決定します。
■応募にかかる問　教育総務課復興調整班　☎内線1255・1257

統合小学校
統合対象校 宮戸小学校・野蒜小学校

将来像
・自然と共生し、心豊かな子どもたちを育てる森の学校を目指します。
・子どもたちの可能性を伸ばす体験の機会が豊富な学校を目指します。
・東松島市の将来を担う郷土愛溢れる子どもたちを育てます。

　

８
月
中
に
、鳴
瀬
地
区
３
会
場（
野
蒜
市

民
セ
ン
タ
ー
、宮
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
、小
野
市

民
セ
ン
タ
ー
）に
て
、「
鳴
瀬
地
区
教
育
復
興

懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。懇
談
会
で
は
、

市
教
育
委
員
会
が
鳴
瀬
地
区
の
教
育
行
政
の

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
説
明
。そ
の
後
、

市
民
の
方
々
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
は
、８
月
１８
日（
月
）に
宮
戸
市
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
と
き
の
様
子
）。

　
市
教
育
委
員
会
か
ら
、①
学
校
教
育
復
興
基

本
方
針
の
概
要
、②
宮
戸
小
学
校
・
野
蒜
小
学

校
の
統
合
、③
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
に
建
設
予

定
の(

仮
称)

鳴
瀬
第
二
小
学
校
の
校
舎
新
築
、

④
中
下
地
区
に
建
設
予
定
の
鳴
瀬
未
来
中
学

校
の
校
舎
新
築
、⑤
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、

⑥
小
中
学
校
移
転
に
伴
う
通
学
路
等
の
整
備
、

⑦
鳴
瀬
桜お

う
か華

小
学
校
の
移
転
新
築
計
画
、⑧
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
の
導
入
、⑨
奥
松
島

運
動
公
園
災
害
復
旧
整
備
の
進
捗
に
つ
い
て
、

各
担
当
が
説
明
し
ま
し
た
。各
会
場
で
の
意
見

交
換
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

国
際
理
解
を
深
め
よ
う

　

市
で
は
国
際
化
社
会
に
対
応
し

た
教
育
施
策
の
一
環
と
し
て
、市
内

の
小
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
に
Ａ

Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を
配
置

し
、外
国
語
の
授
業
・
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、市
内
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
て

い
る
４
人
を
紹
介
し
ま
す
。

■
Ａ
Ｌ
Ｔ
事
業
に
関
す
る
問

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
班　
　

　

☎
内
線
１
２
５
３

ALT紹介

教育復興懇談会　意見交換一例
開催日時・場所 参加者からの意見・質疑（要旨） 市教育委員会からの回答（要旨）

8月7日（木）
野蒜市民センター

　スクールバスは縮小・廃止とある
が、これは存続させないといけない
のではないか。

　災害対応スクールバスは仮設住宅等状況が改善す
れば廃止になりますが、鳴瀬未来中学校区は西福田か
ら宮戸までと通学距離の長いエリアがあるため、通常
のスクールバスについては対応して参ります。

　奥松島運動公園跡地について、地
域への具体的な説明はいつになる予
定か。

　野蒜運河北側に移転復旧を前提として規模を縮小
し計画を進めています。今後、基本構想の策定に向け、
コンサルや関係団体と調整しながら調査に入ります。
説明の時期は未定ですが、基本計画案を整えた上で協
議させていただきたいと思います。

8月18日（月）
宮戸市民センター

　統合前に行う閉校事業について、
宮戸小は創立100年を超える歴史あ
る学校なので、とても大切な事業で
あり、どの様な事を考えられている
のか。

　閉校事業については基本的には、学校や市民の皆さ
んで行ってもらう事になります。その予算面について
は市から補助を行いますので、皆さんが協力して良い
閉校行事としていただきたい。

　コミュニティ･スクールを今回、未
来中に導入するとのことで、良い話
だとは思うが、最初から全部行うの
はハードルが高いと思う。

　コミュニティ･スクールを導入し、学校を地域の核
として、皆さんが未来中に協力する形で、鳴瀬地区全
体の一体感を醸造していくことができると考えてい
ます。

8月19日（火）
小野市民センター

　鳴瀬未来中学校への通学路につい
て、国道は県外の大型車も多い。完全
に分離するなどできないものか。

　国道事務所では、国道45号線上の橋については、車
道と歩道の分離はしており、道路法令上の安全は確保
されているという見解ですが、大橋の風の強い箇所な
どは、風防を付けるなどの対策をしてもらえるように
要望を出しており、今後も粘り強く要望して行きま
す。

　鳴瀬桜華小の校舎建設候補地は何
か所かあるのか。

　27年度に適地調査を予定しておりますが、候補地に
ついては現在白紙の状態です。

　
宮
戸
小
学
校
と
野
蒜
小
学
校
の
統
合
に

向
け
た
準
備
を
行
う
組
織
と
し
て
、「
宮
戸

小
学
校・野
蒜
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。委
員
に
は
、宮
戸
・

野
蒜
小
学
校
代
表
の
学
校
教
職
員
、Ｐ
Ｔ

Ａ
、そ
し
て
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
地
域
住
民
、計
２８
人
が
委
嘱

さ
れ
、委
員
長
に
は
、宮
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
会
長
の
尾お

が
た形

将ま
さ
ち
か親

さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
８
月
４
日（
月
）

に
、野
蒜
市
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
第
１
回
会

議（
下
の
写
真
）で

は
、正
副
委
員
長

の
選
出
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、校
名
・
校

章
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。校
名
・
校
章
に
つ
い
て

は
、公
募
で
決
定
す
る
も
の
と
し
、応
募
方

法
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
募
集
要
領
が
決

ま
り
次
第
、市
報
や
募
集
チ
ラ
シ
な
ど
で
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
２８
日（
木
）に
行
わ
れ
た
第
２
回

会
議
で
は
、校
名
募
集
の
要
項・要
領
案
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
後
、(

仮
称)

鳴
瀬
第

二
小
学
校
の
新
校
舎
建
設
に
つ
い
て
設
計

業
者
か
ら
説
明
が
あ
り
、意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。模
型
を
使
っ
た
説
明
が
あ

り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、委
員
か

ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。市
で

は
、出
さ
れ
た
意
見
を
検
討
し
な
が
ら
今

後
の
計
画
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

　
今
後
は
、学
校
名
に
つ
い
て
選
考
会
を

行
い
な
が
ら
、校
章・校
歌・運
動
着・閉
校

事
業
等
の
協
議
を
行
い
、統
合
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

◦
宮
戸
小
学
校
・
野
蒜
小
学
校
統
合

　
準
備
委
員
会
を
設
立
・
開
催

◦
鳴
瀬
地
区
教
育
復
興

　
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

■鳴瀬地区小・中学校統合などに関する問　教育総務課復興調整班　☎内線1255

クレイトン・ダニエルさん（31）
出身：イギリス・イングランド

マスターソン・ライアンさん（24）
出身：アメリカ・ジョージア州

シュミッツ・アッシュレイさん（29）
出身：アメリカ・テキサス州

マーティン・マッキューンさん（37）
出身：イギリス・イングランド

※この事業は、防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用しています。
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「
心
あ
っ
た
か
イ
ー
ト
こ
ろ
運

動
」は
市
独
自
の
教
育
活
動
で
、子

ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
奉
仕
の
心

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、平
成
22

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で

す
。「
あ
い
さ
つ
」「
清
掃
」「
ゴ
ミ
拾

い
」の
３
本
柱
で
、市
内
の
全
小
中

学
校
12
校
が
中
学
校
区
単
位
で
励

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、志
教
育
支
援
事
業

（
県
教
育
委
員
会
主
催
）の
26
年
度

推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鳴

瀬
未
来
中
学
区
の
子
ど
も
た
ち
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■「
心
あ
っ
た
か
イ
ー
ト
こ
ろ
運
動
」

　

に
関
す
る
問

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
班

　
☎
内
線
１
２
５
１

鳴瀬未来中学校が「コミュニティ・スクール」を導入

自
主
性
や
奉
仕
の
心
を
養
う

2心
あ
っ
た
か
イ
ー
ト
こ
ろ
運
動

　　　

　今日は校庭の草むしりを頑張りまし
た。普段は目につかない鳥小屋の裏な
どにはたくさんの雑草が生えていたの
で、皆で協力して取り組みました。
　クリーン活動で学校が今よりももっ
ときれいになればうれしいです。

　

鳴
瀬
桜お
う

華か

小
学
校（
大や
ま
と和

由ゆ

き

え
起
江
校
長
、児
童

２
５
５
人
）は
、毎
週
月
曜
日
の
朝
に「
ク
リ
ー
ン

活
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。学
年
ご
と
の
当
番

制
で
順
序（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）を
組
み
、主
に
校

庭
の
落
ち
葉
拾
い
や
除
草
作
業
、学
校
周
辺
の
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、９
月
８
日（
月
）に
は
、４
年
生
49

人
が
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。秋
を
迎
え
た
校

庭
に
は
散
乱
し
た
落
ち
葉
が
目
立
ち
ま
す
。児
童

た
ち
は
竹
ほ
う
き
で
枯
葉
を
か
き
集
め
、ゴ
ミ
袋

に
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
約
１０
分
間
の
清
掃
で
、45
リ
ッ
ト
ル

袋
２
個
分
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。学
び
舎
へ

の
感
謝
を
込
め
て
活
動
し
た
児
童
た
ち
は
、充
実

感
あ
ふ
れ
る
笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

学び舎
や

に感謝を込めて清掃

　　　

鳴
瀬
未
来
中
学
校
あ
い
さ
つ
運
動

　
「
あ
い
さ
つ
」は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
う
え
で
、最
も
基
本
的
で
重
要
な

行
為
で
あ
り
、心
を
通
わ
せ
る
た
め
の
入
り
口
で

も
あ
り
ま
す
。

　

鳴
瀬
未
来
中
学
校（
髙た
か
は
し橋 

功い
さ
お
校
長
、生
徒

２
４
３
人
）で
は
、活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
、毎
週
2
回「
あ
い
さ
つ
運
動
」を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
９
月
10
日（
水
）に
は
、生
徒
会
執
行
部
の
メ
ン

バ
ー
８
人
が
朝
７
時
45
分
か
ら
昇
降
口
前
に
一
列

に
並
び
、登
校
し
て
く
る
一
人
ひ
と
り
と「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
交か

わ
し
ま
し

た
。元
気
な
声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
校
舎
は
穏
や

か
な
雰
囲
気
で
包
ま
れ
、生
徒
た
ち
は
気
持
ち
の

良
い
朝
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
今
年
度
か
ら
は
月
に
１
～
２
回
、

当
番
制
で
学
区
内
に
あ
る
３
つ
の
小
学
校
に
出
向

き
、あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あいさつで心を通わせよう

鳴
瀬
桜
華
小
学
校
ク
リ
ー
ン
活
動

　「あいさつ」という何
な に げ

気ないことでも、
実践することでお互いに良い気分で学
校生活を送れるのが魅力だと思います。
最初は恥ずかしがる人もいて、あいさつ
が返ってこないこともありまし
たが、今は浸透しており、全体的
に声も大きくなってきたように
思います。校内だけでなく、地域
住民の方々にも、より積極的に
あいさつができる生徒会をつ
くっていきたいです。

田た
ば
た畑 

剣つ
る
ぎさ

ん 

（10）

鳴
瀬
桜
華
小
学
校 

４
年

黒く
ろ
す須 

政ま
さ
き貴

さ
ん 

（14）

鳴
瀬
未
来
中
学
校 

３
年

　鳴瀬未来中学校が、文部科学省から「コミュニティ・スクール」の導入に
関する調査・研究校として指定されました。コミュニティ・スクールとは保
護者や地域の皆さんの意見や要望を学校づくりに反映させるため「学校
運営協議会」を設置した学校のことで、石巻地方では初の試みとなりま
す。現在、推進委員会を中心とし、円滑な運営と組織づくりに向けて取り
組みを進めているところです。
　9月12日（金）の夜には、保護者や地域の皆さんを対象にコミュニティ・
スクールへの理解と関心を深めてもらうための説明会が小野市民セン
ターで開かれ、約60人が参加しました。
　文部科学省初等中等教育局コミュニティ・スクール推進委員の今

いまいずみ
泉

良
よしまさ

正氏が講師となり、仕組みやメリットについて分りやすく解説しました。

地域に開かれた学びの環境を推進 　今泉氏は県内で
初めて同スクールが
導入された柴

しば
田
た

町
立船

ふなおか
岡小学校で、平

成23度から24年度
まで校長を務めまし
た。当時の取り組み
を振り返りながら、「地域に開かれた学校づくりをすることで、教職員の資
質向上や児童の学力向上と生きる力を育むことができました。また地域
と連携した取り組みが容易に行えるようになり、学校、家庭、地域の一体
感も深まったように感じています」など成果を話していました。
■鳴瀬未来中学校のコミュニティ・スクールに関する問
　学校教育課学校教育班　☎内線1251


地
域
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深

　

め
て
も
ら
お
う
と
説
明
会
を

　

開
き
ま
し
た（
９
月
12
日
、小

　
野
市
民
セ
ン
タ
ー
）
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協働教育プラットフォーム事業

地域とのつながりを深める活動推進3

■市内における協働教育プラットフォーム事業に関する問　生涯学習課社会教育班　☎内線3202

　
震
災
で
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
り
、家
庭
と
地
域
、学

校
を
つ
な
ぐ
協
働
の
仕
組
み
の
再
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る「
宮
城
県
協
働
教
育
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
」が
、市
内
全
域
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、地
域
の
方
々
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
講
師
や
サ
ポ
ー

タ
ー
に
迎
え
、各
地
域
の
良
さ
を
活
か

し
た
多
彩
な
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
感
性
と
情
緒
を
育
ん
で
い
ま
す
。

今
年
で
４
年
目
に
入
り
、よ
り
活
発
な

取
組
み
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、26
年
度
に
お
い
て
各
地

域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
の
様
子

を
、写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　宮城教育大学特任教授 野
の ざ わ

澤令
よしてる

照氏を講師に迎え、協働教育講演会を実施し
ます。野澤氏は小学校長、仙台市教育局次長、社会教育主事などの経歴を持ち、
地域活動にも積極的に取り組んでいます。豊かな経験を基

もと
に、協働教育のポイ

ントを具体的に示していただきます。気軽に参加してください。
■日時　11月26日（水）18時30分～20時
■場所　市コミュニティセンター
■主催　東松島市教育委員会
■問　生涯学習課社会教育班　☎内線3202

　東松島市協働教育講演会を開催します

～地域の力による学校教育活動の充実～

　
地
元
の
砂
浜
を
美
し
く
保
と

う
と
、
宮
戸
小
学
校
と
野
蒜
小

学
校
の
児
童
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
緒
に
植
栽
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
両
校
は
平
成
２８
年
度
に

統
合
さ
れ
る
予
定
で
す
。
互
い

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。


６
月
25
日
、大
浜
海
岸

ハマヒルガオ植栽宮戸地区
　
地
元
農
家
の
方
か
ら
借
り
た

水
田
を
活
用
し
て
農
業
体
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
ま
で
地
域
の
皆
さ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。
稲
作
体
験

は
矢
本
西
小
学
校
、
赤
井
小
学

校
、
大
塩
小
学
校
で
も
同
様
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

稲作体験小野地区


５
月
８
日
、小
野
地
内
の
水
田

　
毎
回
専
門
の
講
師
を
招
き
、

生
け
花
や
茶
の
湯
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
技
能
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
心
を
磨
く
よ
い
機
会
と

な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の

凛り
ん

と
し
た
様
子
が
印
象
的
で

す
。

伝統文化体験矢本東地区

６
月
14
日
、矢
本
東
市
民
セ
ン
タ
ー

　
市
内
で
活
動
す
る
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
地

元
の
敬
老
会
な
ど
で
そ
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
少
し
緊
張

し
た
様
子
で
読
み
聞
か
せ
を
し

た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
貴

重
な
経
験
の
場
と
な
り
、
自
信

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

世代間交流赤井地区

平
成
25
年
９
月
29
日
、市
図
書
館

スキー教室矢本西地区
　
矢
本
西
地
区
で
は
、
ス
キ
ー

の
経
験
が
あ
る
地
域
の
方
々
を

講
師
に
迎
え
、
親
子
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。
同
様
に
、
大
塩

地
区
で
は
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。


２
月
16
日
、赤
倉
ス
キ
ー
場（
山
形
県
）

　
幼
児
と
保
護
者
対
象
の
事
業

で
、
毎
月
第
１・
３
火
曜
日
に

大
曲
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら

の
様
々
な
支
援
の
輪
が
広
が

り
、
豊
か
な
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

親子ふれあい広場大曲地区

８
月
19
日
、大
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

～親子のふれあい、地域の人々とのかかわり～家庭教育支援

～学校ではできない体験の場～地域活動支援

学校教育支援
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

東北は「懐かしい」場所

埼玉県久
く き

喜市から派遣

山
や ま ざ き

﨑 崇
た か し

司さん 34 歳

復興政策課

　山形大学に通っていた私にとって、東北
地方は青春時代を過ごした思い出の地で
す。震災での被害の様子は報道などで見て
はいましたが、実際に来て市内を案内して
いただきながら話を聞き、私が知っていた
ことは、ほんの一部なのだと痛感しました。
　担当しているのは電算業務で、職員が使
うパソコンの管理やシステムの契約などで
す。直接復興につながる仕事ではないかも
しれませんが、下支えするセクションとし
て力を注ぎ、皆さんが心から笑えるまちを
つくるようお役に立ちたいと思います。

農業振興に良い関係づくりを
　赴任に先立ち今年2月に東松島を訪れた
際は、震災の爪

つめあと

痕の大きさに驚くばかりでし
た。しかし市民の皆さんはとても温かく、心
が落ち着く地域に思えました。
　担当は各種交付金制度など、主に営農に関
わる業務です。実家が農家で派遣元でも農務
課に所属していました。東松島の農業者の
方々からは「地域の農業を皆で考えよう」と
いう一体感が感じられます。大事な産業の振
興に向けて皆さんと協力しあう関係を築く
ため、さまざまなイベントなどにも積極的に
参加していこうと思います。

北海道函
はこだて

館市から派遣

滝
た き は な

花 剛
た か し

士さん 27 歳

農林水産課

長く住み続けたいまちへ
　昭和63年に入庁して以来、まちづくりの
仕事に携わって来ました。今までやってきた
知識や経験が役に立つならばと思い、派遣を
希望し、現在はまちづくり事業の企画、調整
の業務を担当しています。
　家族を残しての単身赴任で、自分自身を見
つめ直す時間にもなっています。東松島は、
空がきれいで、夕焼けや青空、風といった自
然を身近に感じながら生きている場所だと
思います。東松島市らしい、長く住み続けて
いきたいと思えるまちになっていくように、
私も皆さんと一緒に取り組んでいきます。

埼玉県さいたま市から派遣

柿
か き ぬ ま

沼 浩
こ う じ

二さん 51 歳

復興政策課

魅力に触れて期間延長
　震災から1年後の春に南

みなみさんりく

三陸町で泥かき
のボランティアに携わりました。その経験
から、被災地復興のお役に立ちたいという
思いを強くし、派遣を志願しました。
　環境課で、主に補助金の受付業務などを
行っています。当初、派遣期間は3カ月の予
定でしたが、豊かな自然とおいしい地場産
品、そして市民の皆さんの温かさなどに触
れたことで東松島市が好きになり、期間の
延長を希望しました。業務はもちろんのこ
と、地域のイベントにも参加して復興のお
手伝いができればと思います。

埼玉県新
に い ざ

座市から派遣

油
ゆ い

井 紗
さ え こ

瑛子さん 29歳

環境課

　現在は、道路の復旧・復興業務に携わって
います。派遣元では道路の維持補修を行って
おり、さらに前職では、土木工事の積算業務
に携わっていました。こうした経験が役立て
ればと思い、また、防

ほ う ふ

府市が平成21年に豪雨
災害に見舞われた際に全国から支援をいた
だいたことなどから、今回の派遣を希望しま
した。
　実際に車で市内を走ってみると、まだ復旧
工事が必要な箇所が多いと感じます。きちん
と市民目線に立ち、現場や人を見て復興のた
めに努力していきたいと思います。

豪雨災害での支援の恩返し

山口県防
ほ う ふ

府市から派遣

萩
は ぎ の

野 弘
ひ ろ き

樹さん 30歳

建設課

人のつながりの大切さを実感
　4月からこちらで暮らしており、空が広
く、緑が豊かで、人がとても親切で穏やかと
いう印象を持ちました。今回の派遣で人生
初の一人暮らしとなり、心細さを感じてい
ましたが、近所の方をはじめ市民の皆さん、
そして職場の方々の前向きな姿や思いやり
の気持ちに励まされ、改めて人のつながり
の大切さを強く実感しています。
　地域に積極的に関わっていき、私自身も
成長したいと考えています。また、震災後に
孤立している方と社会をつなげられるよう
に、皆さんの力になりたいです。

埼玉県川
かわごえ

越市から派遣

佐
さ と う

藤 洋
ひ ろ よ し

芳さん 30歳

福祉課

　生まれは青森市ですが、出身校が東北学院
大学で宮城になじみがあったこともあり、派
遣に手を挙げました。学生時代には矢本に住
む友人の家をよく訪ねていたので、東松島市
には思い入れが深いです。
　こちらに来て仙石線の代行バスの車窓か
ら風景を見たとき、以前との違いに改めて震
災の被害の大きさを実感し、復興に携わる業
務への責任を強くしました。まちを前と同じ
姿に戻すことは難しいですが、よりよい東松
島をつくるためにこの派遣期間中、力を尽く
したいと思います。

思い出の地で尽力

青森県十
と わ だ

和田市から派遣

三
み か み

上 直
な お や

也さん 31 歳

農林水産課

長期派遣職員の紹介
●長期派遣職員の皆さんは、「桜色（ピンク）」のリード（ひも）
　がついた名札を着用しています。

東松島の復興を
応援します
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『木造住宅耐震診断助成事業』・『木造住宅耐震改修工事助成事業』・『危険ブロック塀等除却事業』平成26年度分申請受付中

　旧耐震構造基準（昭和56年5月31日以前）で建築された木造住宅が対象になります。
昭和56年6月に建築基準法の大幅な改正が行われ、建物の耐震基準が強化され
ました。それ以前に建築された木造住宅は大きな地震の際に倒壊するおそれがあ
ります。
　診断を希望する方の申し込みにより『耐震診断士』を派遣し、診断の実施・耐震
改修の計画案の作成・耐震改修工事を行う際の概算見積りの作成を行うものです。
■自己負担額　8,300円
※住宅の延べ面積が200㎡超の場合は,70㎡ごとに自己負担額10,300円が加算さ
　れます。
■受付期間　12月12日（金）まで
※予算が無くなり次第受付終了する場合がありますので、ご了承ください。
②木造住宅耐震改修工事助成事業

　①で作成した改修計画に基づき行う住宅の耐震改修工事に要する費用（改修
設計費・工事監理費を含む）の一部を補助するものです。
　また、県内に本店または支店を有する建設業者等が施工した場合は、上乗せ補
助があります。上乗せ補助金額は耐震改修工事と同時に行うリフォームの有無や
その金額により変動します。
■補助金額　耐震改修工事費の1/2（上限45万円）　
■上乗せ補助金額　
※県内に本店または支店を有する施工業者が施工した場合のみ。
　リフォーム金額が10万円未満:耐震改修工事費の1/6以内(上限15万円)
　リフォーム金額が10万円以上:耐震改修工事費の5/18以内（上限25万円）

①木造住宅耐震診断助成事業 ■受付期間　12月12日（金）まで
※事前に耐震診断を受け、改修計画が作成されているもののうち、平成27年1月
　16日（金）までに工事が完了するものが対象です。なお、予算が無くなり次第受付 
　終了する場合がありますので、ご了承ください。
③危険ブロック塀等除却事業

　道路に面した高さ1m以上のブロック塀など（道路以外の隣地などに面したもの
は除く）で、倒壊の危険性のあるブロック塀などを、所有者自らが自費で施工業者な
どに発注して除却する場合、その除却に要する費用の一部および除却後に新たに
設置する軽量の塀などの工事費用の一部を補助するものです。
　調査基準に基づき市建設課の職員が現地調査を行い、危険と判定された塀の
みが対象となりますので、除却を行う前に必ず下記まで連絡ください。
　なお、過去に市の環境課に申し込みをして撤去している部分は、本事業の補助対
象外です。
■補助金額
　除却事業：除却面積（1㎡）当たり4千円を乗じて算定した金額（上限15万円）
　設置事業：設置延長（1m）当たり4千円を乗じて算定した金額（上限10万円）
※除却事業を実施した世帯が対象となります。設置事業のみは補助対象外です。なお、
　設置するフェンス等の単価によっては、1m当たりに乗じる金額が4千円を下回る
　ことがあります。
■受付期間　12月12日（金）まで
※平成27年1月16日（金）までに工事が完了するものが対象です。なお、予算が無く
　なり次第受付終了する場合がありますので、ご了承ください。
■問・申し込み　建設課建築営繕班　☎内線2227・2226

集団移転団地・東矢本駅北団地の住所表示が「あおい」に決定

新たな
大字等名

左の区域に包含される区域
字　　名 地　　　　番

あおい一丁目
矢本字下浦

1番1から1番3まで、2番1、2番2、3番1、3番2、4番1、4番2、5番1、5番2、6番1、6番2、7番1、7番2、8番1、8番2、9番1、9番2、10番1、10番2、11番1、11番2、12番1、12番2、13番1の
一部、13番2の一部、38番の一部、39番から50番まで、51番1、51番2、52番1、52番2、53番から63番まで、64番の一部、94番の一部、95番から102番まで、107番1、107番2、108番
1、108番2、109番から124番まで、125番2、127番2、129番の一部、156番の一部、159番2、160番、161番2、162番から164番まで、166番から170番まで、171番1から171番3ま
で及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路である公有地の全部

矢本字大溜 28番3、29番2、93番2及びこれらの区域に隣接する道路、水路である公有地の全部
矢本字作田浦 31番2、33番2、34番2、35番2、36番2、89番5、113番8及びこれらの区域に隣接する道路、水路である公有地の全部

あおい二丁目
矢本字下浦

13番1の 一 部、13番2の 一 部、14番1、14番2、15番1、15番2、16番1、16番2、17番1、17番2、18番1、18番2、19番1、19番2、20番1、20番2、21番1、21番2、22番1、22番2、23番
1、23番2、24番1、24番2、25番1、25番2、26番から37番まで、38番の一部、64番の一部、65番から77番まで、79番から90番まで、91番1、91番2、92番、93番、94番の一部、129番
の一部、130番、131番1、131番2、132番から144番まで、146番、147番3、148番から155番まで、156番の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路である公有地の全部

大曲字堰南 1番2の一部、1番3の一部、1番4、1番5の一部、75番2、75番3の一部、76番2、76番3の一部及びこれらの区域に隣接する道路である公有地の全部
大曲字堰の内南 24番2の一部、26番12、26番30、26番32、26番36、37番4、39番2及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路である公有地の全部

あおい三丁目 大曲字堰南
1番1、1番2の一部、1番3の一部、1番5の一部、2番1から2番3まで、3番1から3番3まで、4番1から4番3まで、5番1から5番3まで、6番1から6番4まで、7番1から7番3まで、8番1から8
番3まで、9番1から9番3まで、10番1から10番3まで、11番1から11番3まで、12番1、12番2、13番1、13番2、14番1、14番2、15番1、15番2、15番5、16番2、61番2、62番1、62番2、
62番4、63番から74番まで、75番1、75番3の一部、76番1、76番3の一部、77番から88番まで、89番1、89番2、89番4、90番2、136番3、137番1、137番2、137番4、138番1、138番
2、138番4、139番、141番から144番まで、145番1、145番2及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路である公有地の全部

大曲字堰の内南 20番、20番1、20番2、20番4、24番1、24番2の一部、26番7、27番1、29番5の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路である公有地の全部

　東矢本駅北団地の住所表示については、東矢本駅北（現在:あおい）地区
まちづくり整備協議会が公募し、選考委員会を組織して検討され、多くの支
持を集めた簡素でわかりやすい、海・空・水田など東松島市の色をイメージし
た「あおい」に決定されました。これを踏まえ、市としても平成26年第3回定
例議会（9月）に「あおい一丁目」、「あおい二丁目」、「あおい三丁目」の字の
区域の変更について提案し議決されました。これにより将来「東松島市あお
い一丁目」「東松島市あおい二丁目」「東松島市あおい三丁目」になります。
　ただし、新しい字名と地番については、造成工事（区画整理事業）の終了
後、平成28年に地区全体の諸手続き後に使用可能となりますので、今後詳し
いスケジュールや内容について、対象世帯に説明していく予定です。
　なお、当地区内で造成工事（区画整理事業）区域以外の隣接地について
は、今後段階的に検討していくことになります。
■問　総務課総務班　☎内線1215

東松島市あおい三丁目
（68,919㎡）

調整池

東松島市あおい一丁目
（74,034㎡）

東松島市あおい二丁目
（76,675㎡） 宅地（区画地）

災害公営住宅用地

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　情報や土砂災害警戒情報を確認しましょう。特にまとまった雨などが予想
　されているときなどは、警戒が必要です。
　　市では、災害の発生が予想されるとき、住民に避難を呼びかけるために『避
　難勧告』や『避難指示』を発令します。発令されたときは、直ちに避難を開
　始してください。
　　また、身の危険を感じたときや夜間に大雨が予想されるときなどは、市から
　『避難勧告』や『避難指示』が発令されていなくても、ご自身の判断で安全
　な場所へ早めの自主避難を行ってください。
　　土砂災害に対する意識を高め、身の安全を守りましょう。
■参考　宮城県土木部防災砂防課ホームページ
　URL:http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sabomizusi/
■問　建設課建築営繕班　☎内線2226・2227

　一瞬のうちに家や田畑、人の命までも奪ってしまう土砂災害。こうした災
害の多くは、長雨や大雨などがきっかけとなって起こります。土砂災害は予
測が難しい災害ですので、普段からの準備と心構えが大切です。ご家庭や
地域、自主防災組織などにおいても、身を守るための備えをお願いします。
・日ごろから　お住まいの場所が土砂災害警戒区域等指定箇所かどう
　か、あらかじめ確認しておきましょう。該当世帯の方々などへは、「急傾斜
　地崩壊危険箇所周辺の大雨時の避難について」（平成26年9月5日付東
　松防災第393号）で通知しています。また、当該箇所については、宮城県
　土木部防災砂防課のホームページなどでも確認できます。土砂災害が発
　生したとき、発生する恐れのあるときの対応（情報伝達、安否確認の方法
　や避難所へのルートなど）についても、確認しておきましょう。
・雨が降り始めたら　テレビ、ラジオ、インターネットなどで雨量などの気象
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東
松
島
市
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

再建区分　<移転先> 支援区分
東日本大震災で被災した当時の住所　※1

津波防災区域 津波浸水区域
（東松島市内）

津波浸水区域
（東松島市外）引越し※2

建設購入

津波防災区域 建設利子または
経費補助（建物）

　建設利子 300万円
　　　　または　　　 　区分❸
　経費補助 200万円　　　※3

─
　建設利子 300万円
　　　　または　　　 　区分❹
　経費補助 200万円　　　※3

100万円
区分❼

市内の津波防災
区域以外　　　

建設利子
土地利子
または

経費補助（建物・土地）

がけ近事業（建設・土地・造成利子最
大722.7万円）（随時受付）がけ近遡
及適用（最大708万円）

80.2万円
（がけ近遡
及78万円）

　建設利子 300万円　
　土地利子 100万円　　区分❹　　　または　　
　経費補助 200万円　　　※3

100万円
区分❼　　　または　　　　　区分❶

　経費補助 200万円　　　※3
集団移転先

（造成完了後の受付）
建設利子
または

経費補助（建物）

防集事業（建設利子457万円）
80.2万円 ─ ─または

経費補助 200万円　※3

補　修　※4
補修利子
または

補修経費

　　 補修利子 200万円
　　　　　または　　　区分❸

補修経費 100万円　　※3
─

　補修利子 100万円
　　　　または　　　　　区分❺

　補修経費　50 万円　　　※ 3
─

東松島市内の民間賃貸住宅に
入居・災害公営住宅に入居 引越し補助 がけ近事業・防集事業（随時受付） 80.2万円 　　　　　10 万円　　　区分❻ 10 万円

区分❾※ 5

[ [

〈表1〉 津波被災住宅の再建支援内容 ケースによって実際の対象が異なる場合があります。

※1　全壊・大規模半壊・半壊が対象。　※2　津波防災区域から区域外に移転する場合は移転助成（引越し費用上限80.2万円）が補助されます。
※3  経費補助は対象経費（建設購入・補修）から被災者生活再建支援金制度の加算支援金を控除した費用が対象。
※4　賃借人による借家・アパートの補修は対象外。　※5 区分⑨は市内災害公営住宅への入居のみ。
注1　金額はすべて上限額。　　注2　申請は再建した住宅1戸につき１件とし、1回限りです。　　注3　再建した住居に居住していることが必要です。
注4　津波防災区域で被災した方が、平成25年7月1日以降に津波防災区域外へと個別移転する場合は、がけ近事業の事前申請が必要となります。
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市役所鳴瀬庁舎改修工事一部終了に伴う課の配置変更
　市役所鳴瀬庁舎の改修工事の一部終了に伴い、9月22日（月）から課の配置が
下記のとおり変更になりましたので、お知らせします。
■工事終了後の鳴瀬庁舎内の課の配置先　

■問　行政経営課管理契約班　☎内線1223

課などの名称 9月21日までの配置 9月22日からの配置
鳴瀬総合支所

（証明等発行窓口）
鳴瀬庁舎1階正面入口から
入って左側窓口

鳴瀬庁舎1階正面入口から
入って右側窓口

農林水産課
鳴瀬庁舎3階　 鳴瀬庁舎1階農業委員会事務局

商工観光課 鳴瀬庁舎3階　※配置変更はありません。
建設課 鳴瀬庁舎2階　※配置変更はありません。下水道課

プレミアム付ひがしまつしま割増商品券 10月20日(月)から販売開始

　商品券発行事業は、平成21年度より実施し、今年度で6回目の実施となります。
　今回も魅力的な割増商品券となっていますので、ぜひ利用ください。
■販売開始日　10月20日(月)
■使用期間　10月20日(月)～平成27年1月31日(土)
■商品券の内容　1冊10,000円(1,000円券×11枚)の1割増商品券を10,000
　セット発行。さらに10,000セットの内、2,000セットがラッキー券（1,000円
　券）をプラスした2割増商品券となっています。
※販売場所・取扱加盟店などの詳しい内容は、市報10月15日号でお知らせします。
■問　東松島市商工会　☎82-2088、同鳴瀬支所　☎87-2026

みやぎジョブカフェ　就職活動に役立つセミナーと就職相談
■日時　10月2日（木）・9日（木）・23日（木）・30日（木）　※参加無料、要事前予約。
　○就職支援セミナー:10時～11時50分
　○就職相談:13時～・14時～・15時～（各50分程度）
■場所　ハローワーク石巻･立町臨時庁舎
　（住所:石巻市立町1丁目4-15、石巻ビルディング6階）
■対象　39歳以下の求職者（フリーター・パート・アルバイト含む）
■定員　セミナー各10人、相談各2人
■問・申し込み　みやぎジョブカフェ　☎022-217-3562
　URL:http://www.miyagi-jobcafe.jp/

空間放射線線量率調査結果（市役所西側通用口付近 地上1m：午前8時現在）
測定月日 9月19日 9月20日 9月21日 9月22日 9月23日 9月24日
測定値（単位：μSv/h） 0.033 0.034 0.035 0.034 0.034 0.035

東松島市内の放射線測定
　市では現在、市役所本庁舎西側通用口付近に、国の放射線測定可搬式モニ
タリングポストを設置していることから、この測定結果を掲載します。

※原子力規制委員会のホームページでリアルタイムの測定結果を公表しています。
　http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/
■問　環境課廃棄物対策班　☎内線1155

「マイナンバー制度」が始まります

　「マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）」とは、複数の国の行政機関など
に存在する個人の情報を、同一人の情報であるということの確認を行うために、
国民一人ひとりに12桁の番号を割り振る制度です。行政を効率化し、国民の利
便性を高め、公平・公正な社会を実現します。
■マイナンバーの通知方法　平成27年10月に、市から市民の皆さん一人ひと
　りに、マイナンバーの通知カードが送付されます。通知カードを受け取られた
　方は、同封された申請書を郵送することなどにより、市役所市民課の窓口で
　「個人番号カード」の交付を受けることができます
■利用にあたっての注意点　マイナンバーは一生使うものですので、紛失など
　に注意して大切に保管してください。また、法律で定められた目的以外でマイ
　ナンバーを利用したり、他人に提供したりすることはできません
■問　マイナンバー・コールセンター　※受付時間:平日9時
　30分～17時30分

【日本語窓口】　☎0570-20-0178<全国共通ナビダイヤル>
※番号の下四桁0178は、「マイナンバー」の語呂合わせです。

【外国語窓口】　☎0570-20-0291<全国共通ナビダイヤル>
※コールセンター開設当初は、英語のみの対応です。

マイナンバー

愛称:マイナちゃん

津波浸水区域

被災住宅

東松島市外 東松島市内

東松島市外で個別移転済
がけ近の遡及

❷

津波浸水区域

津波防災区域

被災住宅

被災住宅

現地で再建
（建設）

❹

東松島市の災害
公営住宅入居

❾

現地で再建
（補修）

❺

現地で再建
（建設・補修）

❸

転入
建設購入

❼

東松島市内で再建
（建設購入）

❹

東松島市内で再建
（民間アパートなど）

❻

個別移転済
がけ近の遡及

❶

地震被災で
建設購入

❽
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世代超えて交流「大塩地区マレットゴルフ大会」

（昨年11月17日に行われた地区センター
対抗マレットゴルフ大会より）

　スポーツを通じて住民同士の親睦を深める「第1回大塩地区マレット
ゴルフ大会」が11月16日（日）に大塩小学校校庭で開かれます。これま
で地区センター対抗で行っていた大会ですが、今年は自治会制度の移
行に伴い名称も新たに変更
しました。大塩地区内に住む
小学生以上の方ならどなた
でも参加できます。皆さんで
心地よい汗を流し、世代を超
えた交流を楽しみましょう。
■日時　１1月16日（日）９時～　
■会場　大塩小学校校庭

市民協働のまちづくり市報ひがしまつしま 2014 年（平成 26 年）10 月 1 日号

市民協働のまちづくり ⑯みんなが主役のともに復興へ
■問　市民協働課協働推進班　☎内線1281

　今年度から「地区自治会制度実施のモデル地区」となった大塩地区では、長年
続いてきた区長制度を廃止し、地区センター組織ごとの自治会制度のもと事業
を推進しています。4月11日に行われた「平成26年度大塩コミュニティ協議会
総会」では、名称変更が承認され、新たに「大塩自治協議会」として再スタートを
切りました。制度改正初年度ということもあり、事業運営などで戸惑いを感じな
がらではありますが、一本化した自治会制度の確立に向け取り組んでいます。
　近年は社会環境の変化で住民の価値観が多様化し、地域における連帯感
の希薄化や相互扶助精神の低下などが懸念されています。大塩地区ではこれ
まで続いてきたコミュニティ活動を継承しながらも、これからは各自治会が主
体となり、自覚をもって活動していくことが求められます。自己決定・自己責任
の原則のもと「自分たちの力で治める組織」として地域課題の解決などに取り
組まなければいけません。
　また、市民協働のまちづくりを円滑に進める上で、若い人たちの力は必要
不可欠であり、どのように住民を巻き込んでいくかが一つの課題となっていま
す。豊かで住みよい地域社会づくりを目指し、自治協議会活動に取り組んでい
きますので、今後とも皆様方のご指導とご協力、行事の参加をお願いします。

大塩地区の自治会制度への取組み

★
大塩小学校
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大塩市民センター大塩市民センター

グリーンタウンやもと

各地区自治協議会・市民センターから「こんにちは」
第５回　大塩自治協議会・大塩市民センター

■問　大塩市民センター　☎82-7532
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のびる地区民まつり

■日時　10月26日（日）10時～
■場所　野蒜市民センター　※入場無料。
■主な内容　ステージイベント、出店など
■問　野蒜市民センター　☎88-2056

大曲浜ふなで祭り2014
■日時　10月13日（月・祝）12時～16時
■場所　大曲市民センター　※入場無料。
■主な内容　地元演歌歌手などのステージイベント、出店など
※大曲浜産の鮭による石狩鍋の無料配付（限定300食）。
■主催　大曲浜ふなで祭り実行委員会
■問　大曲市民センター　☎82-5965

上下堤コスモスまつり ～秋
コスモス

桜を見に行きませんか～

　上下堤地区のコスモス畑(休耕田利用)で､秋の彩りを
楽しみに足を運んでみませんか｡先着順で植栽された
コスモスを持ち帰れます。
　上下堤産5割そばの販売のほか、歌謡ショー、そば・お
にぎり（2個）の提供〈先着500人分〉も行います｡
■日時　10月12日(日)11時～14時　※入場料200円。
■場所　上下堤字八幡前地内・ゲートボール場隣
■問　㈱つつみ 代表取締役 浅野公

き み お

夫　☎090-4557-8099

　　　　　　　　

手作りチャレンジクラブ　※申し込みは電話受付。
★布草履教室　
■日時　10月18日(土)13時～16時
■材料費　500円
★楽しい手作り～裂き織りテーブルセンター～
■日時　10月28日(火）13時～16時　■材料費　500円
★健康麻雀教室
■日時　10月24日(金）・31日（金）13時～16時　
■受講料　500円

■チャレンジショップ （1階）　10時～16時、日曜休館
※あったかいホールは、4月1日（火）から祝日もお休みとなりました。
■問・申し込み　☎98-6061　FAX：98-6062

「あったかいホール」開館時間のお知らせ

からのお知らせ

　チャレンジショップ（あったかいホール1階）では、地元の旬の野菜・
海苔や手作り小物を販売しています。ぜひお越しください。

第６回矢本西地区の日　「ウエスト・カーニバル」
～みんなでいも煮＆ミニ運動会～

　レクリエーション中心のミニ
運動会を開催します。終了後は
おいしいいも煮を囲んで交流し
ましょう。矢本西地区の皆さんの
参加をお待ちしています。
■日時　10月19日（日）9時～
■場所　矢本西小学校校庭　
※雨天時は体育館。
■主催　矢本西コミュニティ協議会・矢本西地区の日実行委員会
■問　矢本西市民センター　☎82-1181

▲平成25年度第5回矢本西地区の日
　「ウエスト・カーニバル」の様子



（10）City view!

CityView!
「CityView!」では、市のイベントや地域の話題を、皆さんにお届けします。
＜掲載した写真は、データで提供します。希望の方は問い合わせください。＞

市報ひがしまつしま 2014 年（平成 26 年）10 月 1 日号

　女性の社会参加などを促す第9回東松島
市女性のつどいでは、市女性団体連絡協議
会（三

み う ら

浦絢
あ や こ

子会長）に加盟する団体の代表者
3人が、日ごろの活動で得た経験や考えなど
を発表しました。
　会場には会員や関係者ら約100人が集ま
り、発表者の意見に真剣に耳を傾けていま
した
（9月5日、市コミュニティセンター）

「支援を受けて大きな輪」
すこやか学級保育ボランティア

今
こ ん の

野アヤ子
こ

さん

「地域の仲間と女性部と」
ＪＡいしのまき女性部　鳴瀬地区

浅
あ さ の

野慶
け い こ

子さん

「今と昔」
ボランティアグループ　やよい会

木
き む ら

村礼
れ い こ

子さん

　市は、防災集団移転団地として工事が進む野蒜北部丘陵団地を関係者などに公開しまし
た。震災前の市街地機能をほぼそのまま高台に移すイメージの野蒜北部丘陵団地は、91.5ヘ
クタールで土地区画整理事業を実施し、このうち24.6ヘクタールは住宅地です。ＪＲ仙石線の
東名～野蒜駅前後区間の移設も並行して行われており、いずれも順調に進んでいます。
（8月31日、野蒜北部丘陵団地）

　
市
内
在
住
の
西に

し
の野

好よ
し
の
り典

さ
ん〈
行
政
区
：
往
還
下
、写
真

右
〉が
、東
松
島
市
の
子
ど
も
た
ち
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

学
校
教
育
指
定
寄
付
金
を
贈
呈
、感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。工
藤
教
育
長
は
感
謝
状
贈
呈
後
、「
東
松
島
の
教
育

施
設
の
整
備
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
多
方
面
で
利
活

用
し
て
い
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た（
9
月
3
日
、自
宅
）

教育目的で寄付

手づくりの料理を囲んで歌や踊りを楽しみました
（9月15日、関の内地区センター）

松島高校ダンス部のメンバーたちが、肩もみをプレゼントしました
（9月14日、浅井地区センター）

　健康と長寿を祝う敬老会が9月から10月にかけて市内63会場で開かれています。対象者は平成26年
度中に77歳以上になる4,430人で、このうち喜寿（77歳）、米寿（88歳）、白寿（99歳）を迎える651人に
敬老祝い金が贈られました。
　市内の100歳以上のご長寿は15人で、最高齢は小野地区(行政区:高松)にお住まいの105歳の女性です。
　敬老会は行政区で単独、または複数の合同で開催され、地域の皆さんが心のこもった料理を振る舞い
ました。また歌や踊りをはじめ趣向を凝らしたアトラクションで出席者を楽しませました。

これからも健
す こ

やかに
各地で楽しく敬老会

野
蒜
北
部
丘
陵
団
地
を
公
開

整
備
が
進
む
新
し
い
野
蒜
駅

実践活動を堂 と々発表 ～女性のつどい～
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